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事業名 子供美術展事業 担 当 G 学校教育グループ 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 教育指導費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策３ 芸術・文化活動の推進 

事業概要  幼稚園児・小学校児童・中学校生徒の造形感覚、創造性を育成するため、
絵画等の展示を行う。  

 
２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 

２９年度決算 
歳出 歳入 

７ 賃金 59,500 

財
源
内
訳 

一般財源 180,802 
１１ 需用費 88,830 特

定
財
源 

国庫支出金  
１３ 委託料 32,472 県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 180,802 歳 入 計 180,802 

 
３．活動指標 

①来場者数 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
来場者数 ３，５９９ ３，５７１ ３，５８１ 

②学校園別展示作品数 
学校園名 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

播磨幼稚園 ２１２ ２０４ ２０７ 

蓮池幼稚園 １９８ ２２０ １９８ 

播磨西幼稚園 ７８ ８５ １０６ 

播磨小学校 ８０ ７５ ７５ 

蓮池小学校 １２０ １１５ １１５ 

播磨西小学校 ６５ ６５ ６０ 

播磨南小学校 ５５ ６５ ６５ 

播磨中学校 ７５ ８０ ７５ 

播磨南中学校 ７５ ５５ ７５ 

東はりま特別支援学校 ９２ １０３ １１４ 

計 １,０５０ １,０６７ １，０９０ 

 
４．成果指標等 

指
標
1 

指標の名称 来場者数 

指 標 の 
数   値 

目標指標 ２７年度 ２８年度 ２９年度 備  考 

３,４００ ３，５９９ ３，５７１ ３，５８１ 

【展示日数】 
２７年度   ５日間 
２８年度   ５日間 
２９年度   ５日間 

事業の成果等に
ついて 

子供たちの制作風景をＤＶＤで放映することにより、一層美術展への関心が高
くなり、来場者数は安定している。 
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事業名 奨学基金積立事業 担 当 G 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 事務局費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標５ 健全な行政経営による持続可能なまち 
政策１ 持続可能な行財政運営を進めるまちをつくる 
施策１ 学校教育の充実 

事業概要 

 経済的理由により修学が困難な者に対し貸し付ける修学資金を奨学基金として
積み立てを行う。 
 
 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
29 年度決算 

歳出 歳入 
２５ 積立金 9,000,000 

財
源
内
訳 

一般財源 9,000,000 
  特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 9,000,000 歳 入 計 9,000,000 

 
 
３．活動指標 
貸付人数等                                  （単位：人） 

 27 年度 28 年度 29 年度 
貸付人数 うち新規 貸付人数 うち新規 貸付人数 うち新規 

高等学校等 
国公立 1 1 2 1 1  
私 立 1 1 2 1 2  

高等専門学校 
国公立 1  1  1  
私 立       

専修学校 
国公立       
私 立 1  2 2 4 2 

各種学校       
短期大学       
大学 53 11 50 11 42 4 
大学校 1 1 1  1  

合 計 58 14 58 15 51 6 
 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

 
経済的理由により修学が困難な者に対し奨学金を貸し付けすることにより、

高等学校・大学等への修学に寄与することができた。 
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事業名 小学校就学援助事業 担 当 G 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 小学校費 目 教育振興費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要 
 

心身ともに健全な児童の育成を図るため、経済的理由により就学が困難
な児童に対し、学用品費・給食費等を補助する。  
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
29 年度決算 

歳出 歳入 
１２ 役務費 15,252 

財
源
内
訳 

一般財源 22,363,948 
２０ 扶助費 22,738,542 特

定
財
源 

国庫支出金 385,294 
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他 4,552 
  町  債  

歳 出 計 22,753,794 歳 入 計 22,753,794 

 
 
３．活動指標 
就学援助支給者（要保護者含む）                       （単位：人） 

年 度 27 年度 28 年度 29 年度 

支給者 ３２４ ３０８ ３１０ 
 
就学援助率                                 （単位：％） 

年 度 27 年度 28 年度 29 年度 

援助率 １６．７ １５．７ １５．６ 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

  
経済的理由により就学が困難な児童の保護者に対して教育に係る費用の一部

を援助することで、教育の機会均等と円滑な実施など子どもの貧困対策に寄与
できた。また、29 年度より入学準備金の前倒し支給を実施し、必要な時期に必
要な援助をすることができた。 
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事業名 中学校就学援助事業 担 当 G 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 中学校費 目 教育振興費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要 
心身ともに健全な生徒の育成を図るため、経済的な理由により就学が困難な生徒に
対し、学用品費、給食費、修学旅行費等を援助する。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
29 年度決算 

歳出 歳入 
１２ 役務費 7,018 

財
源
内
訳 

一般財源 17,976,372 
２０ 扶助費 18,142,060 特

定
財
源 

国庫支出金 172,706 
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 18,149,078 歳 入 計 18,149,078 

 
 
３．活動指標 
就学援助支給者（要保護者含む）                      （単位：人） 

年 度 27 年度 28 年度 29 年度 
支給者 １７９ １７４ １５４ 

  
就学援助率                                （単位：％） 

年 度 27 年度 28 年度 29 年度 
援助率 １７．８ １７．６ １６．７ 

 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

 
経済的理由により就学が困難な生徒の保護者に対して教育に係る費用の一部

を援助することで、教育の機会均等と円滑な実施など子どもの貧困対策に寄与
できた。また、平成２９年度より入学準備金の前倒し支給を実施し、必要な時
期に必要な援助をすることができた。 
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事業名 サポートチーム播磨推進事業 担 当 G 学校教育グループ 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 教育指導費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要 
各小中学校に、学校生活サポーター等を配置（派遣）し、子どもたち一人一人の

個性や能力の伸長を図るとともに、自立して生涯をたくましく生き抜く力を育成す
るため、学校生活全般の支援をする。 

 
２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 

２９年度決算 
歳出 歳入 

０７ 賃金 30,240,000 

財
源
内
訳 

一般財源 29,763,355 
０９ 旅費 92,040 特

定
財
源 

国庫支出金  
１１ 需用費 85,815 県支出金 656,000 
１２ 役務費 1,500 使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 30,419,355 歳 入 計 30,419,355 

 
３．活動指標 

①スクールソーシャルワーカー 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
配置人数  1 名 １名 
活動日数  ３３日 １８５日 

②学校生活サポーター 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
配置人数  １４名 １４名 

③地域ボランティア活動状況 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
登録者数  ４３名 ６４名 
のべ活動回数  ３６９回 ８１６回 

 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

学校における子どもの問題行動の背景には、家庭、地域、学校等の子どもが
置かれている環境が複雑に絡み合っていることが多い。子どもへの直接指導で
解決の糸口が見えないケースでも SSW が子どもを取り巻く環境への働きかけ
が問題解決の端緒になることもある。 
特に、SSW を嘱託職員としたことで拠点である中学校だけでなく、小学校へ
の派遣日も増え子どもの置かれた環境に従来以上にきめ細かく働きかけるこ
とができた。 
学力向上については、教師と学校生活サポーターが連携して学力の定着を図
るための支援をすることで、学習態度の安定、基礎学力の向上に成果が見られ
た。 
また、ボランティア登録・活動の増加に伴い、授業や生徒指導だけでなく、
学校生活の多くの場面で、スクールサポーターの活動を補完することができ一
人一人応じたきめ細かな指導が可能になった。 
さらに、安全管理においても、休み時間や校外活動に子どもの活動を多数の
目で見守ることができ、事故の未然防止に貢献した。 
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事業名 子ども支援事業 担 当 G 学校教育グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 教育指導費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策３ 青少年の健全育成 

事業概要 

 長期欠席者の社会的自立や学校復帰を促し、児童生徒の自己実現や社会の構成員
としての個性と能力の伸長を図る。また、支援の必要な児童生徒に対して、学校生
活における適切な支援を行う。 
 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
８ 報償費 384,000 

財
源
内
訳 

一般財源 467,651 
１１ 需用費 70,471 特

定
財
源 

国庫支出金  
１２ 役務費 8,180 県支出金  
１９ 負担金補助及び交付金 5,000 使用料・手数料  
  その他  
  

町  債  
  
  

  

歳 出 計 467,651 歳 入 計 467,651 

 
 
３．活動指標 
①相談延回数 

 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
ふれあいルーム（利用者） ４８３人 ５０１人 ３８１人 

電話 ２２回 １８回 １３回 

面接 ４６回 ３１回 ４１回 
 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

家庭環境等の影響から不登校になる生徒も在籍するため、福祉グループや町
内外関係機関との連携を図っている。また、ふれあいルームが中心となり、不
登校児童生徒数の減少に向け、幼稚園、小・中学校の担当者の会議を定期的に
開催し、校種間連携を図った。さらに、メンタルフレンドを平成２５年度から
２名配置（９月～３月）することで、不登校や問題行動への対応等を担任と機
動的に連携をすることできめ細かい指導をすることができた。 
平成２８年度からは、スクールソーシャルワーカーとも連携し、不登校児童

生徒及び課題のある家庭について支援できるよう体制を整えている。 
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事業名 小学校体験活動事業 担 当 G 学校教育グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 小学校費 目 教育振興費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要 
小学校 3 年生の環境体験事業と、小学校 5 年生の自然学校を一本化し、小学校体験
活動とする。これにより、体験活動のねらいである命の大切さなどを発展的、系統
的に学ぶようにする。 

 
 

２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
９ 旅費 0 

財
源
内
訳 

一般財源 5,340,100 
１３ 委託料 8,284,670 特

定
財
源 

国庫支出金  
１４ 使用料及び賃借料 3,430 県支出金 2,948,000 
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 8,288,100 歳 入 計 8,288,100 

 
 
３．活動指標 

①自然学校推進、環境体験事業 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

参加者数 ６６１人 ６２８人 ６５８人 
 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

小学校では、３年生で環境体験学習、５年生で自然学校を実施している。 
自然学校では、自然体験、集団活動をすることによって、豊かな心やたくま

しく生き抜く心が育っている。また、環境体験活動では、水中の生き物の観察、
森林公園で季節の変化を感じる活動、播磨町内の海や川などの環境を生かした
体験など、各校創意工夫された取組がなされており、自然にふれあうなかで、
命の大切さや命のつながりを実感させるとともに、美しさに感動する豊かな心
をはぐくむことができた。 
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事業名 学校給食施設検討事業 担 当 G 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 事務局費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要 
 
 老朽化した給食施設について、施設の現状調査や給食の提供方法も含めた施設の
方向性について検討を行う。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
29 年度決算 

歳出 歳入 
１３ 委託料 12,420,000 

財
源
内
訳 

一般財源 12,420,000 
  特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 12,420,000 歳 入 計 12,420,000 

 
 

 
３．活動指標 

主な事業内容 播磨町の学校給食施設整備について、平成 28 年度の調査業務結果をもと
に基本設計業務委託をプロポーザル方式により行った。 

 
 
４．成果指標等 

 

  

事業の成果等につ
いて 

 
基本設計業務が完了したことにより、次年度の詳細設計実施に向けた準

備が整った。 
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事業名 小学校保健衛生事業 担 当 G 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 小学校費 目 学校管理費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要 

  
学校保健安全法第１３条及び第１５条に基づく健康診断を実施、また、学校保健

安全法第２３条に基づく学校医等を配置することで、児童及び教職員の健康の保持
及び増進を図る。 
  

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
29 年度決算 

歳出 歳入 
８ 報償費 6,831,014 

財
源
内
訳 

一般財源 12,232,905 
１１ 需用費 591,884 特

定
財
源 

国庫支出金  
１３ 委託料 4,307,737 県支出金  
１４ 使用料及び賃借料 333,110 使用料・手数料  
１９ 負担金補助及び交付金 177,734 その他 8,574 
  町  債  

歳 出 計 12,241,479 歳 入 計 12,241,479 

 
 
３．活動指標 

①各種検診受診状況                             （単位：人） 
 27 年度 28 年度 29 年度 
胸部結核検診 0 0 0 

腎臓検診 
1 次検尿 1,940 1,969 1,978 
2 次検尿 144 184 218 

糖尿病検診 
1 次検診 1,940 1,969 1,978 
2 次検診 2 1 0 

心臓検診 

1 次検診 635 708 713 
2 次検診 362 384 376 
精密検診 20 22 35 

脊柱側弯症検診 
1 次検診 329 282 329 
2 次検診 13 12 13 

運動器検診 
事前調査 ― 282 328 
1 次検診 ― 53 70 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

 
学校保健安全法の規定に基づく健康診断の検査を実施したことにより、

児童及び教職員の健康保持及び増進が図られた。 
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事業名 中学校保健衛生事業 担 当 G 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 中学校費 目 学校管理費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要 

 
学校保健安全法第１３条及び第１５条に基づく健康診断を実施、また、

学校保健安全法第２３条に基づく学校医等を配置することで、生徒及び教
職員の健康の保持及び増進を図る。  
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
29 年度決算 

歳出 歳入 
８ 報償費 3,276,498 

財
源
内
訳 

一般財源 6,471,573 
１１ 需用費 287,334 特

定
財
源 

国庫支出金  
１３ 委託料 2,780,271 県支出金  
１４ 使用料及び賃借料 150,048 使用料・手数料  
１９ 負担金及び交付金 40,944 その他 63,522 
  町  債  

歳 出 計 6,535,095 歳 入 計 6,535,095 

 
   
３．活動指標 

各種検診受診状況                             （単位：人） 
 27 年度 28 年度 29 年度 
胸部結核検診 ０ １ ０ 

腎臓検診 
1 次検尿 ９９７ ９７３ ９１２ 
2 次検尿  １００ １１３ １３２ 

糖尿病検診 
1 次検診 ９９７ ９７３ ９１２ 
2 次検診 １ ０ １ 

心臓検診 

1 次検診 ３０５ ３２４ ３１７ 
2 次検診 ３０２ ３２０ ３１６ 
精密検診 １３ １１ ２３ 

脊柱側弯症検診 
1 次検診 ３２９ ３１５ ３０７ 
2 次検診 １３ ４２ ５７ 

運動器検診 
事前調査 ― ３１５ ３１０ 
1 次検診 ― ７４ ６８ 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

 
学校保健安全法の規定に基づく健康診断の検査を実施したことにより、

生徒及び教職員の健康保持及び増進が図られた。 
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事業名 幼稚園保健衛生事業 担 当 G 教育総務グループ 

 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 幼稚園費 目 幼稚園費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策１ 幼児教育の充実 

事業概要 

 
学校保健安全法第１３条及び第１５条に基づく健康診断を実施、また、学校保健

安全法第２３条に基づく園医等を配置することで、園児及び教職員の健康の保持及
び増進を図る。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
29 年度決算 

歳出 歳入 
８ 報償費 2,871,642 

財
源
内
訳 

一般財源 3,976,041 
１１ 需用費 164,801 特

定
財
源 

国庫支出金  
１３ 委託料 903,755 県支出金  
１４ 使用料及び賃借料 35,843 使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 3,976,041 歳 入 計 3,976,041 

 
 
３．活動指標 

①幼稚園保健衛生事業                           （単位：人） 

 27 年度 28 年度 29 年度 

腎臓検診 
1 次検尿 ４９２ ５０６ ５１１ 

2 次検尿 ３７ ５９ ８３ 

糖尿病検診 
1 次検診 ４９２ ５０６ ５１１ 

2 次検診 ０ ０ ０ 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

  
学校保健安全法の規定に基づく健康診断の検査を実施したことにより、

園児及び教職員の健康保持及び増進が図られた。また、早期発見による健康
管理ができた。 
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事業名 小学校給食事業 担 当 G 教育総務グループ 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 小学校費 目 学校管理費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要 
 小学校の全児童に対し、単独校調理方式で完全給食を実施し、食事につ
いての正しい理解と食事を通じて好ましい人間関係を育成するとともに、
児童の健康保持及び増進を図る。  
 

 
２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 

29 年度決算 
歳出 歳入 

９ 旅費 2,420 

財
源
内
訳 

一般財源 11,967,980 
１１ 需用費 5,689,957 

特
定
財
源 

国庫支出金  
１２ 役務費 50,112 県支出金  
１３ 委託料 1,022,737 使用料・手数料  
１８ 備品購入費 5,162,844 その他  
１９ 負担金補助及び交付金 39,910   
    
  町  債  

歳 出 計 11,967,980 歳 入 計 11,967,980 

 
３．活動指標 
①小学校給食 

 27 年度 28 年度 29 年度 

小学校給食実施日数 190 日 191 日 188 日 

 
②給食調理員職員数 

 27 年度 28 年度 29 年度 
正 職 員 数 9 人 8 人 8 人 
嘱 託 職 員 1 人 1 人 1 人 
パ  －  ト 17 人 19 人 19 人 

  
③給食調理員（正職員）給与費 

 27 年度 28 年度 29 年度 
２ 給料 34,863,000 円 30,978,000 円 31,430,700 円 
３ 職員手当等 14,698,170 円 13,393,844 円 13,796,901 円 
４ 共済費 10,936,295 円 9,263,740 円 9,435,801 円 

計 60,497,465 円 53,635,584 円 54,663,402 円 

 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

 
町立の４小学校の児童に対し、単独調理方式による完全給食を実施し、健康

の保持及び増進を図ることができた。 
 

  



- 13 - 
 

 

事業名 中学校給食事業 担 当 G 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 中学校費 目 学校管理費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要 

 
中学校の全生徒に対し、調理配送業務委託方式により完全給食を実施し、生徒の

健康の保持増進を図るとともに、望ましい食習慣を養い、食の自己管理能力を身に
つけさせる。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 
29 年度支出済額 

歳出 歳入 
 ９ 旅費 5,520 

財
源
内
訳 

一般財源 51,190,171 
１１ 需用費 501,295 特

定
財
源 

国庫支出金  
１２ 役務費 29,284 県支出金  
１３ 委託料 50,649,462 使用料・手数料  
１９ 負担金補助及び交付金 4,610 その他  
  町  債  

歳 出 計 51,190,171 歳 入 計 51,190,171 

 
 
３．活動指標 

給食実施 
日数 

  27 年度 28 年度 29 年度 

播磨 
中学校 

１年生  １４７日 １５０日 １４８日 
２年生   １５１日 １５２日 １５１日 

 ３年生   １３４日 １３５日 １３６日 

播磨南 
中学校 

１年生 １５０日 １５１日 １４９日 
２年生 １５２日 １５３日 １５１日 
３年生 １３５日 １３６日 １３５日 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

 
平成 23 年 1 月より委託業者による給食の提供を開始、平成 28 年 4 月に当初か

らの事業者が再選定された。委託業者による調理・配送業務や中学校の現場にお
ける配膳・喫食・後片付け等の中学校給食は定着しスムーズに運営できており、
今後も安定した給食事業の運営に努める。 
また、中学校給食事業は、生徒の健康の保持・増進や望ましい食習慣の育成の

ためにも重要な事業であり、委託事業者、教職員の協力により、より一層食育の
充実が図られた。 
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事業名 交通安全街頭指導事業 担 当 G 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 小学校費 目 学校管理費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標２ やすらぎがあり、健やかに暮らせるまち 
政策２ 安全・安心対策の充実したまちをつくる 
施策１ 交通安全対策の充実 

事業概要 
 
通学路の町内１８箇所に交通安全街頭指導員を配置し、登下校（園）時における

幼児・児童・生徒等の安全を確保する。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
29 年度決算 

歳出 歳入 
１ 報酬 12,875,600 

財
源
内
訳 

一般財源 13,132,143 
１１ 需用費 256,543 特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 13,132,143 歳 入 計 13,132,143 

 
 
３．活動指標 
①校区別街頭指導員数 

 27 年度 28 年度 29 年度 
播磨小学校区 ５人 ５人 ５人 

蓮池小学校区 ５人 ５人 ５人 

播磨西小学校区 ３人 ３人 ３人 

播磨南小学校区 ５人 ５人 ５人 

合   計 １８人 １８人 １８人 
 
②街頭指導日数 

 27 年度 28 年度 29 年度 

活動日数 198 日 202 日 199 日 
 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

通学路交通安全プログラムを実施することで、各学校から危険個所の報告につい
て、安全推進会議による合同点検、対策を実施し、関係機関が連携して通学路の安
全確保に努めた。 

対策におけるソフト事業として交通安全街頭指導員を配置することで、ハード面
の対策ができない箇所における交通安全の確保が図られた。また、日々の「あ
いさつ」の励行や見守り活動の実施で、地域全体への防犯、交通安全意識の向
上にも寄与している。 
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事業名 読書活動推進事業 担 当 G 学校教育グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 教育指導費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要 
 播磨町教育振興基本計画に基づき、読書習慣を身につけさせ、「豊かな感性の涵
養」に努めるとともに、学力の基本要素である「読む力」及び「自ら解決していく
力」の育成を図る。 

 
 

２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１１ 需用費 106,971 

財
源
内
訳 

一般財源 3,658,897 
１３ 委託料 324,000 特

定
財
源 

国庫支出金  
１８ 備品購入費 3,227,926 県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 3,658,897 歳 入 計 3,658,897 

 
 
３．活動指標 

①蔵書数 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
播磨小学校 ９，３８１冊 ９，３８１冊 ８,９０６冊 

蓮池小学校 ９，２１５冊 ９，５７８冊 ９,９１７冊 

播磨西小学校 ７，４３８冊 ７，２９５冊 ７,４１７冊 

播磨南小学校 ８，１２１冊 ８，６４６冊 ９,０２０冊 

播磨中学校 ７，９７６冊 ８，４４６冊 ８,７８０冊 

播磨南中学校 ８，８５８冊 ８，９０２冊 ８,８６３冊 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

各校の蔵書データを基にした計画的な図書の購入ができている。ＴＲＣ図書
館アドバイザーからの助言を受けたり、ブックキャラバンを活用したりするこ
とにより、学校が必要と考える本、児童・生徒自身が読みたい本を選書するこ
とができており、読書に対する意欲、興味・関心を高めることにつながってい
る。 
今後も学校図書館図書廃棄基準に基づき、計画的な廃棄処分にも取り組みな

がら、学校図書館図書標準の達成に向けた整備を推進していく。 
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事業名 「トライやる・ウィーク」事業 担 当 G 学校教育グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 中学校費 目 教育振興費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要  自己を見つめ、自分の生き方を考え、心豊かにたくましく生きる力を育むため、
中学２年生全員を対象に、１週間の体験活動を実施する。 

 
 

２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１３ 委託料 1,596,942 

財
源
内
訳 

一般財源 396,942 
  特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金 1,200,000 
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 1,596,942 歳 入 計 1,596,942 

 
 
３．活動指標 

①トライやる・ウィーク 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
参加者 ３７１人 ３０９人 ３１６人 

協力事業所数 １１３事業所 １０９事業所 ９９事業所 
 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

中学校では、２年生の生徒全員を対象にトライやる・ウィークを実施している。 
生徒が主体的に様々な活動や体験をすることにより、生徒自身が豊かな感性や創

造性を高め、「生きる力」を育成することができる。また、不登校傾向にある生徒にと
っても、発達段階に応じて自然体験やボランティア活動などの社会体験活動を行う
ことは、大変重要である。トライやる・ウィークにおいて子どもたちが、自ら学び、考
え、体得する体験活動は、子どもに対して、正しい職業観、勤労観を育むためにも有
効である。また、地域で活動することで、学校・家庭を含めた地域全体で子どもを育
てることにつながっている。今後もトライやる・ウィークの啓発や新規事業所の開拓も
引き続き進め、トライやる・ウィークの意義を再確認し、活動の充実を図っていく。 
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事業名 青少年健全育成事業 担 当 G 学校教育グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 教育指導費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策３ 青少年の健全育成 

事業概要  青少年の健全な育成のため、少年補導委員の委嘱とその活動、播磨町内
の２中学校の青少年育成推進委員会への補助を行う。  

 
 

２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
８ 報償費 285,000 

財
源
内
訳 

一般財源 488,000 
１１ 需用費 99,000 特

定
財
源 

国庫支出金  
１２ 役務費 8,000 県支出金  
１９ 負担金補助及び交付金 96,000 使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 488,000 歳 入 計 488,000 

 
 
３．活動指標 

①少年補導委員会活動状況 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

街頭補導回数 ２０日 ２０日 ２０日 

 
②中学校区青少年育成推進委員会活動状況 

 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
推進委員会 ４ ４ ４ 
企画委員会 ４ ４ ４ 
小委員会 ６ ６ ６ 
街頭補導 ８ ８ ８ 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

播磨町少年補導委員会・中学校区青少年推進委員会においては、町内幼小中
高をはじめ関係諸機関との連携を図りながら、町内巡回補導（コンビニ、公園
等町内全域５３か所）等、自主的・積極的な活動が展開されている。学校内外
において、他校中学校との交友関係のある生徒による問題行動の事案は起きて
はいるが、全体として、問題行動件数も減少傾向にある。 
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事業名 家庭教育啓発事業 担 当 G 学校教育グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 社会教育総務費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策３ 青少年の健全育成 

事業概要  家庭教育の推進を図るために、保護者対象の研修やリーフレットの配布
等を行う。  

 
 

２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
８ 報償費 40,000 

財
源
内
訳 

一般財源 367,872 
１１ 需用費 327,872 特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 367,872 歳 入 計 367,872 

 
 
３．活動指標 

①教育講演会 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

参加人数 ２５１名 ２５４名 １６５名 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

家庭の教育力向上を目指した講演会の開催や家庭教育資料の発行により、家
庭教育の重要性を啓発している。 
家庭学習の手引き「子どもたちのかがやく未来のために」―家庭でできるこ

と－に関しては、新たに内容の見直しを行い、就学前のページを追加し、保護
者へ配布活用した。 
啓発資料を活用した記事を広報はりま「家庭教育コラム」欄に毎月掲載し、

広く住民の方々に啓発する取り組みを継続している。 
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事業名 地域の教育力向上事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 社会教育総務費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策３ 青少年の健全育成 

事業概要 

 地域住民や豊富な社会経験を持つ外部人材の協力を得ながら、全学年を対象に放
課後子ども教室を実施し、児童の安全・安心な放課後の居場所づくりを進める。 
 また、イベントの企画運営を通して支援者のネットワーク構築や新たな支援者の
発掘・育成を行い、地域の教育力の向上、さらには地域全体の活性化へとつなげる。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１ 報酬 119,000 

財
源
内
訳 

一般財源 1,155,198 
８ 報償費 1,371,800 特

定
財
源 

国庫支出金  
 ９ 旅費 1,700 県支出金 791,000 
１１ 需用費 87,930 使用料・手数料  
１２ 役務費 205,768 その他  

１４ 使用料及び賃借料 60,000 町  債  

１９ 負担金補助及び交付金 100,000   

歳 出 計 1,946,198 歳 入 計 1,946,198 

 
 
３．活動指標 
「学校支援ボランティア」の参加者数 

 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
参加者数 ２５５人 ３６９人 ５４８人 

 
 「放課後子ども教室」のボランティア参加者数 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
ボランティア参加者数 １７人 ２１人 ５８人 

 
 
４．成果指標等 

指
標 

指標の名称 参加延べ人数 説明 ６校×５人×２００日 

指 標 の 
数   値 

目標指標 ２７年度 ２８年度 ２９年度 備  考 

６，０００人 ９，２０２人 １０，５０８人 １３，６８７人  
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事業名 小学校施設維持管理事業 担 当 G 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 小学校費 目 学校管理費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要 
 
 円滑な学校運営を推進するため、学校施設の適切な維持管理と学校内の保安保持
等を行う。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
29 年度決算 

歳出 歳入 
１１ 需用費 35,971,360 

財
源
内
訳 

一般財源 46,400,633 
１２ 役務費 1,243,950 特

定
財
源 

国庫支出金  
１３ 委託料 3,268,908 県支出金  
１４ 使用料及び賃借料 714,096 使用料・手数料  
１５ 工事請負費 4,689,271 その他 86,858 
１６ 原材料費 599,906 

町  債    

歳 出 計 46,487,491 歳 入 計 46,487,491 

 
 
３．活動指標 
燃料費・光熱水費の推移                           （単位：円） 

 27 年度 28 年度 29 年度 

電気料金 12,232,564 11,463,511 11,144,856 

水道料金 11,358,590 12,816,200 14,815,840 

ガス料金 2,923,157 2,822,277 3,089,976 

 
 
４．成果指標等 
事業の成果等に
ついて 

 
町立４小学校の施設の適切な維持管理を行うことができた。  
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事業名 中学校施設維持管理事業 担 当 G 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 中学校費 目 学校管理費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要 
 
 円滑な学校運営を推進するため、学校施設及び設備の適切な維持管理と学校内の
保安保持等を行う。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
29 年度決算 

歳出 歳入 
１１ 需用費 13,031,131 

財
源
内
訳 

一般財源 16,556,008 
１２ 役務費 731,083 特

定
財
源 

国庫支出金  
１３ 委託料 1,626,612 県支出金  
１５ 工事請負費 487,080 使用料・手数料  
１６ 原材料費 760,104 その他 80,002 
  町  債  

歳 出 計 16,636,010 歳 入 計 16,636,010 

 
 
３．活動指標 
燃料費・光熱水費の推移                           （単位：円） 

 27 年度 28 年度 29 年度 

電気料金 6,977,532 6,670,515 6,281,594 

水道料金 3,290,870 3,723,120 3,890,360 

ガス料金 96,056 100,649 104,286 

 
 
４．成果指標等 
事業の成果等に
ついて 

 
施設の適切な維持管理を行うことができた。  
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事業名 幼稚園施設維持管理事業 担 当 G 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 幼稚園費 目 幼稚園費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策１ 幼児教育の充実 

事業概要 
 
円滑な園運営を推進するため、施設の適切な維持管理と園内の保安保持等を行う。 
 

 
 
２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 

29 年度決算 
歳出 歳入 

１１ 需用費 4,518,364 

財
源
内
訳 

一般財源 8,192,613 
１２ 役務費 425,417 特

定
財
源 

国庫支出金  
１３ 委託料 1,098,144 県支出金  
１４ 使用料及び賃借料 712,128 使用料・手数料  
１５ 工事請負費 1,348,704 その他  
１６ 原材料費 89,856 町  債  

歳 出 計 8,192,613 歳 入 計 8,192,613 

 
 
３．活動指標 
燃料費・光熱水費の推移                           （単位：円） 

 27 年度 28 年度 29 年度 

電気料金 1,761,491 1,804,975 2,140,816 

水道料金 920,790 1,047,690 1,183,180 

ガス料金 475,671 476,476 617,251 

 
 
４．成果指標等 
事業の成果等に
ついて 

 
施設の適切な維持管理を行うことができた。  
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事業名 小学校運営用備品整備事業 担 当 G 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 小学校費 目 学校管理費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要 
 
児童が良好な環境のもとで、教育が受けられるよう小学校運営用の各種備品の整

備を行う。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
29 年度決算 

歳出 歳入 
１８ 備品購入費 3,358,442 

財
源
内
訳 

一般財源 3,358,442 
  特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 3,358,442 歳 入 計 3,358,442 

 
 
３．活動指標 

 
主な購入備品 

 
児童用机 81 台、児童用椅子 38 脚、カラープリンター 2 台 

   
決算額の推移 

年度 27 年度 28 年度 29 年度 

備品購入費 3,577,138 3,595,601 3,358,442 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

 
日常の学校運営に必要な机・椅子等の備品を的確に整備したことで、教育環

境に充実が図られた。 
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事業名 中学校運営用備品整備事業 担 当 G 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 中学校費 目 学校管理費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要 
 
生徒が良好な環境のもとで、教育が受けられるよう中学校運営用の各種

備品の整備を行う。  
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
29 年度決算 

歳出 歳入 
１８ 備品購入費 2,450,777 

財
源
内
訳 

一般財源 2,450,777 
  特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 2,450,777 歳 入 計 2,450,777 

 
 
３．活動指標 

主な購入備品 
 
生徒用机 60 台、生徒用椅子 60 脚、印刷機 1 台、 
折りたたみ椅子 150 脚 
 

 
決算額の推移 

年 度 27 年度 28 年度 29 年度 

備品購入費 ２，５４４，２１３ ２，６６０，８８５ ２，４５０，７７７ 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

 
日常の学校運営に必要な机・椅子等の備品を的確に整備したことで、生徒が

良好な環境のもとに教育が受けられるようになった。 
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事業名 幼稚園運営用備品整備事業 担 当 G 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 幼稚園費 目 幼稚園費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策１ 幼児教育の充実 

事業概要 
 
園児が良好な環境のもとで、教育が受けられるよう幼稚園運営用備品の整備を行

う。 
 

 
 
２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 

29 年度決算 
歳出 歳入 

１８ 備品購入費 1,327,028 

財
源
内
訳 

一般財源 1,327,028 
  特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 1,327,028 歳 入 計 1,327,028 

 
 
３．活動指標 

主な購入備品 
 
ライトテーブル 6 人用 4 台、園児用椅子 51 脚、 
画用紙乾燥棚 2 台 
 

 
決算額の推移 

年 度 27 年度 28 年度 29 年度 

備品購入費 １，６１５，３９５ ３，５３６，６２１ １，３２７，０２８ 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

  
園から要求のあったものをまとめて、見積比較するため、効率的に購入でき

た。日常の園運営に必要な各種備品を的確に整備したことで、園児が良好な環
境のもとに教育が受けられるようになった。 
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事業名 学校情報化推進事業 担 当 G 学校教育グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 教育指導費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要 小中学校におけるＩＣＴ環境等の維持・管理並びに整備・充実を図り、教育の情
報化を推進する。 

 
 

２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１１ 需用費 502,541 

財
源
内
訳 

一般財源 25,241,885 
１２ 役務費 1,470,960 特

定
財
源 

国庫支出金  
１４ 使用料及び賃借料 23,268,384 県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 25,241,885 歳 入 計 25,241,885 

 
 
３．活動指標 

①情報教育授業時数 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
播磨中学校 ５９５時間 ５６０時間 ５６０時間 

播磨南中学校 ４２０時間 ３８５時間 ３８５時間 
 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

学校でのＩＣＴ環境整備が進むとともに教員のＩＣＴ技術も向上し、デジタル
コンテンツや教材ソフトを効果的に活用した教科学習や総合的な学習が実施さ
れるようになり、児童・生徒の基礎学力の定着、学習意欲の喚起につながって
いる。また、小学校では実物投影機、大型ディスプレイが各学級にあり、それ
らを活用した授業も日常的に行われている。 
 平成 27 年の町内小中学校のパソコンネットワーク整備事業で、教育委員会
内にデータセンターを構築し、校務用支援システムの構築、校内ＬＡＮの再整
備を行ったことにより、学校での業務改善が進み、子どもと向き合う時間を生
み出すことにもつながった。今後も国のＩＣＴ戦略に注視しながら、中学校で
も各教室にパソコン、大型ディスプレイなどを設置し、活用するとともに、タ
ブレットや電子黒板の活用などについての研究を進め、計画的な整備をする必
要がある。 
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事業名 特別支援教育総合推進事業 担 当 G 学校教育グループ 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 教育指導費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要 

各学校に特別支援教育コーディネーターを配置し、特別支援に係る校内委員会を
定期的に開催する。そして、特別な支援を要する子どもへの支援方法について検討
し、「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」を作成して校内支援体制の充実
を図る。 
また、通常学級に在籍する発達障害のある子どもに対する具体的な対応・支援方

法についての研修を行うとともに、保育園・幼稚園から小学校へのスムーズな就学
指導のあり方や小学校から中学校への支援方法の引き継ぎ、他機関との連携等につ
いて検討を行う。 

 
２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 

２９年度決算 
歳出 歳入 

９ 旅費 0 

財
源
内
訳 

一般財源 114,952 
１１ 需用費 114,952 特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  

  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 114,952 歳 入 計 114,952 

 
３．活動指標 

巡回相談、関係機関等との連携状況 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
就学サポート委員会の開催回数 ２回 ２回 ２回 
教育委員会が主体となって実施した相談回数 ７５回 ９６回 １０３回 
専門機関に依頼あるいは連携して実施した相談回数 ４６回 ６３回 ８４回 
特別支援教育コーディネーターネットワーク会議の回数 ７回 ７回 ７回 

 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

学校園と各関係機関とのネットワークが構築され、共通理解を図る機会が定
着し、縦横の連携の充実につながっている。保育園との連携も強化され、就学
に関して保・幼・小の連携体制等が整ってきた。また、縦横の連携を活用する
ことにより、共通理解のもと各校園でより適切な支援を考える機会となり、職
員の意識改革、指導力や支援方法向上に役立てることにつながった。関係機関
の協力のもと、早期からの教育相談を実施することにより、より適切な就学指
導につなげることができた。 
県立東はりま特別支援学校による巡回相談を行い、各学校・学級での指導及

び支援方法について相談することができた。 
それぞれの校区ごとに引き継ぎ会（ネットワーク会議）を実施することで、

入学前から園児・児童の様子がわかり、小・中学校とも４月当初から教育支援
を開始できる体制作りに役立っている。 
インクルーシブ教育システム構築を基盤に、幼児・児童・生徒の実態把握に

基づく､より適切な指導・支援法を確立させるためにも、さらなる研修の機会を
設けることが必要である。また、幼児・児童・生徒の支援を行うとともに、親
支援も必要であり、啓発資料の作成・配布により情報提供を行っている。  
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事業名 教育研究指導事業 担 当 G 学校教育グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 教育指導費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要 
 教師の資質や指導技術の向上、また、様々な教育課題に対応する能力を
育てるため、研修を行う。特に、命や人権を大切にする教育等、道徳教育
の充実に向けた研修を行う。  

 
 

２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
７ 賃金 47,600 

財
源
内
訳 

一般財源 1,292,046 
８ 報償費 984,524 特

定
財
源 

国庫支出金  
９ 旅費 76,180 県支出金  

１１ 需用費 130,429 使用料・手数料  
１２ 役務費 33,394 その他  
１３ 委託料 0 

町  債  
１９ 負担金補助及び交付金 19,919 

歳 出 計 1,292,046 歳 入 計 1,292,046 

 
 
３．活動指標 
①教職員研修講座受講者数 

 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
教育機器利用研修講座 ３７８名 ４８名 ６０名 
生徒指導研修講座 １７３名 １０７名 ２９８名 
幼児教育研修講座 ４１名 ７２名 ７６名 
中堅職員研修講座 １８名 ３２名 ４０名 
若年教職員研修 ５６名 ３３名 ７８名 
教科研修講座 ６８７名 ７９７名 ８７２名 
特別支援教育講座 ２８３名 １７２名 １９５名 
一般教育講座 ３７１名 ２６３名 １３０名 

 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

各学校において、日常的な職務を通して、ＯＪＴを活用し、教職員の中で同
僚性と協働性を育て高め、組織として課題解決にあたることができる学校風土
が醸成されてきた。今後も、播磨町教育振興基本計画や学校園教育充実計画に
基づき、新学習指導要領への移行時期を迎え、小学校の英語、特別の教科道徳
をはじめとする各教科及びキャリアステージを念頭に置いた研修を組み、教職
員の資質・能力の向上を図る。 
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事業名 播磨町教育委員会指定校事業 担 当 G 学校教育グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 教育指導費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要  小中学校に、研究指定を実施し、教科等の研究を推進することで教員の資質・能
力のさらなる向上を図る。 

 
 

２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
０８ 報償費 190,000 

財
源
内
訳 

一般財源 587,999 
１９ 負担金補助及び交付金 397,999 特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 587,999 歳 入 計 587,999 

 
 
３．活動指標 

①研修回数 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
播磨中学校  12 回 ８回 
蓮池小学校   ８回 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

ベテラン教員の大量退職期を迎えている今日、若手教員の増加に伴う学校力
の低下が危惧されている。このことを踏まえ、町内小中学校に、研究指定を実
施し、研究を推進することで、教員の資質・能力のさらなる向上を図り、教師
力を磨き、組織としての学校力を高めていくことは意義あることである。 
平成２８年度から２年間の指定で、播磨中学校で道徳の研究を推進し、平成
２９年度は蓮池小学校で算数科の研修に取り組んでいる。新学習指導要領実施
を見据え、大学から継続して専任の講師を招いて研究授業を実施することによ
り、教員一人一人が共通の課題を持って、日々の授業力の向上に努めることが
できた。また、播磨中学校においては、研究発表会を実施し、研究授業や校内
研修会を公開することで、町内他校の教員の参加を促し、町内全体の道徳教育
のレベルアップにもつなげた。 
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事業名 小学校英語活動推進事業 担 当 G 学校教育グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 教育指導費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要 

 幼少期から外国語に慣れ親しませ、体験的に多文化について理解を深め、積極的
にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するなど、国際人として必要な資
質の基礎を身につけさせるために、小学校３・４年生は、国際理解教育として、５・
６年生には、外国語活動として実施し、中学校へのスムーズな接続を図る。また、
幼稚園や小学校１・２年生についても、計画的に国際理解教育としての活動を実施
する。 

 
 

２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１３ 委託料 9,180,000 

財
源
内
訳 

一般財源 9,180,000 
  特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 9,180,000 歳 入 計 9,180,000 

 
 
３．活動指標 

①１週間あたりの授業時数 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
播磨小学校 １１時間 １１時間 １０時間 

蓮池小学校 １６時間 １５時間 １５時間 

播磨西小学校 ８時間 ８時間 ８時間 

播磨南小学校 ７時間 ８時間 ８時間 
 

４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

 国際理解教育の視点からも、外国人ＡＬＴが終日勤務することで、学校生活
全般を通じて関わりが持てることは、有効であった。また、年を経るにつれ児
童や教師の取り組みに積極性が出てきた。また、小学校３年生～６年生のみで
はなく、小学校１・２年生や幼稚園にも取り入れ外国語に触れることで、子ど
も達に国際的な感覚を養うことができた。 
2020 年からは小学校５、６年生で英語が教科化となり、３，４年生でも外

国語活動が必修になるなど、教育改革のなかでも特に英語学習の充実が重視さ
れている。グローバル化に対応した国際社会の中で活躍する日本人の育成の観
点からも今後もますます重要になる事業である。夏季休業中の教職員研修にお
いて指導力向上を図るとともに、子ども英語教室などにもこの事業を活用し、
早期に外国語に触れ、慣れ親しみ、外国語活用能力の基礎となる力を育てたい。 
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事業名 外国人英語指導助手招致事業 担 当 G 学校教育グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 教育指導費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事業概要  中学生の語学力の向上、国際理解、教師の語学力向上のため、中学校に
外国人の英語指導助手を招致する。  

 
 

２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１ 報酬 6,051,727 

財
源
内 
訳 

一般財源 8,101,857 
４ 共済費 926,889 特

定 
財
源 

国庫支出金  
９ 旅費 80,650 県支出金  

１２ 役務費 64,206 使用料・手数料  
１４ 使用料及び賃借料 62,050 その他  
１９ 負担金補助及び交付金 916,335 町  債  

歳 出 計 8,101,857 歳 入 計 8,101,857 

 
 
３．活動指標 

①1 週間あたりの授業時数 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
播磨中学校 ２０時間 ２１時間 ２４時間 

播磨南中学校 ２２時間 ２０時間 ２０時間 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

 英語の授業のみならず、休み時間、放課後、清掃時間等でふれあう中で、国際理
解教育としても有意義である。 
また、新学習指導要領では小学校での外国語が教科となり、国際化する世界

で活躍する日本人の育成の観点や、英語力向上がますます重要視されてくる。
今後は、小中のＡＬＴの連携の強化、教職員の指導力向上、ＡＬＴの活用方法
など、さらなる充実に向けて事業の在り方を考える。 
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事業名 まちの先覚者顕彰事業 担 当 G 生涯学習Ｇ 資料館 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 文化財保護費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策４ 歴史的・文化資源の保存と活用 

事業概要  郷土の先覚者に関わる歴史的文化遺産の保存や資料等の調査・収集及び啓発
パンフレット等の作成を行い、住民に広報する。 

 
 

２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１９ 負担金補助及び交付金 95,000 

財
源
内
訳 

一般財源 95,000 
  特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 95,000 歳 入 計 95,000 

 
 
３．活動指標 

①ふるさとの先覚者顕彰会 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

会  員  数 ７８人  ６８人  ７８人  

 
 
４．成果指標等 

指
標
1 

指標の名称 会員増加数 説明 該当年度会員数―前年度会員数 

指 標 の 
数   値 

目標指標 ２７年度 ２８年度 ２９年度 備  考 

１５  ６ △１０ １０  
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事業名 特別展開催事業 担 当 G 生涯学習Ｇ 資料館 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 資料館費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策４ 歴史的・文化資源の保存と活用 

事業概要 
 大中遺跡をはじめとする文化財、地域の歴史、風土や文化等の中からテーマを選
定し、特色ある展覧会を開催する。 
 本年度は、播磨町を代表する一大イベント「大中遺跡まつり」に焦点をあて、“大
中遺跡まつり”をテーマに特別展を開催した。 

 
 

２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
８ 報償費 70,000 

財
源
内
訳 

一般財源 685,973 
１１ 需用費 577,447 特

定
財
源 

国庫支出金  
１２ 役務費 38,526 県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 685,973 歳 入 計 685,973 

 
 
３．活動指標 

①特別展 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

開催日数   ６５日   ５８日   ５３日 

来館者数 ２２,４２４人 ９,０４７人 ８，０６０人 

テ ー マ 多木のガッタンと兵庫
のローカル線 

オポナカムラの生業―
弥生・古墳時代の漁業 大中遺跡まつり 

 
 
４．成果指標等 

指
標
1 

指標の名称 １日あたりの入館者数 説明 来館者数／開催日数 

指 標 の 
数   値 

目標指標 ２７度 ２８年度 ２９年度 備  考 

３００人 ３４５人 １５６人 １５２人  
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事業名 親子文化財教室開催事業 担 当 G 生涯学習Ｇ 資料館 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 資料館費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策４ 歴史的・文化資源の保存と活用 

事業概要 
 古代の織物や染め物、土器や埴輪づくりなど古代体験学習の場を提供する。 
 また、民話の読み聞かせや伝統的な楽器による演奏会など特色ある事業を推進す
る。 

 
 

２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
８ 報償費 255,000 

財
源
内
訳 

一般財源 423,253 
１１ 需用費 168,253 特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 423,253 歳 入 計 423,253 

 
 
３．活動指標 

①親子文化財教室 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

講 座 数 ６２回 ６３回 ５６回 

参 加 者 数 １，３６２人 １，４２７人 ６２５人 

 
 
４．成果指標等 

指
標
1 

指標の名称 １講座あたりの 
参加者数 説明 参加者数／講座数 

指 標 の 
数   値 

目標指標 ２７年度 ２８年度 ２９年度 備  考 

３５人 ２２人  ２３人  １１人  
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事業名 郷土ＰＲコンテンツ制作事業 担 当 Ｇ 生涯学習Ｇ 資料館 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 資料館費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策４ 歴史的・文化的資源の保存と活用 

事業概要 

 郷土の偉人を紹介する映像を制作し、制作した映像を郷土資料館などで常時上映
するほか、公共施設や学校園において、機会あるごとに上映を行い、郷土の偉人の
魅力を町内外に発信し、人の交流とまちの活性化を促進する。 
 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                          （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１３ 委託料(今里傳兵衛) 10,152,000 

財
源
内
訳 

一般財源 11,605,680 

委託料(映像改編) 1,453,680 特
定
財
源 

国庫支出金  

  県支出金  

  使用料・手数料  

  その他  

  町  債  

歳 出 計 11,605,680 歳 入 計 11,605,680 

 
 
３．成果品 
 紹介映像 

年度 作品名 数量 規格等 

２７年度 

新聞の父 
 ジョセフ・ヒコ物語 

ブルーレイメディア 
100 枚 

上映時間 約１４分 
ジャケット付ケース 

播磨町紹介ＤＶＤの映像制作 
「まちがいきいき きらめく はりま」 

上映時間 約１３分 
ジャケット付ケース 

２９年度 

新井開削の父 
今里傳兵衛物語 

ＤＶＤメディア 
100 枚 

上映時間 約１３分 
ジャケット付ケース 

播磨町紹介ＤＶＤの映像資料 
改編映像追加・削除等 

上映時間 約１４分 
ジャケット付ケース 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

 制作した紹介映像は、町内の各施設や学校園、関係機関等に配布し、それぞ
れの施設等で映写が可能とし、郷土資料館では、タッチパネル方式でいつでも
自由に見ることができる。また、町のホームページでも見ることでき、町内外
に播磨町の魅力を発信できるようになった。 
 

 
 
 

 



- 36 - 
 

 

事業名 大中遺跡まつり事業 担 当 G 生涯学習Ｇ 資料館 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 社会教育総務費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策４ 歴史的・文化資源の保存と活用 

事業概要 

 国指定史跡「大中遺跡」公園を会場に、本祭１週間前の前夜祭では「た
そがれコンサート」、「イルミネーション点灯式」などの実施、本祭では「使
者の行列」、「古代行列」、また、収穫祭としてのステージでの儀式など、
全国でも類のない特色ある古代まつりを開催する。  
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１９ 負担金補助及び交付金 5,700,000 

財
源
内
訳 

一般財源 5,700,000 
  特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 5,700,000 歳 入 計 5,700,000 

 
 
３．活動指標 

①参加者数 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

協力団体数 ３５団体   ４５団体   ３２団体 

参 加 者 数 ３５,５５０人  ３６,０００人  ３０，０００人 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

前夜祭の「たそがれコンサート」、「イルミネーション点灯式」、本祭の「古代
行列」、「使者の行列」等の儀式、ご当地キャラ大集合、スタンプラリー、体験
イベント、古代村市場での県内外特産品の販売拡充等により、町内はもとより
町外へも広く知られるようになった。 
また、高校生や大学生などの若い世代の参画をはじめ各種団体の協力により、

出展内容や特設ステージについても一層魅力あるものになり、多数の来場者が
あった。 

27 回目の開催であった平成 29 年度は、子ども古代生活体験の体験
時間を拡大し、古代村市場では地元特産品の販売を充実させる等、毎
年より充実した内容で、来場者に楽しんでいただき、大中遺跡の大切
さを再認識できる場となるよう取り組んだ。  
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事業名 文化財保護啓発事業 担 当 G 生涯学習Ｇ 資料館 

１．事業の概要等 
予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 文化財保護費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策４ 歴史的・文化資源の保存と活用 

事業概要 
 愛宕塚古墳をはじめとする文化財の適切な管理や埋蔵文化財の発掘調査及び出
土品の整理等を行い、郷土の文化財への興味や関心、保護意識を高める。 
また、文化財散策マップや各種パンフレット、蓮花寺構居跡発掘調査に関する報

告書などを活用し、文化財への興味と理解を深める。 
 
 
２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 

２９年度決算 
歳出 歳入 

１１ 需用費 8,272 

財
源
内
訳 

一般財源 8,312,672 
１３ 委託料 921,400 特

定
財
源 

国庫支出金  
１９ 負担金補助及び交付金 7,383,000 県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 8,312,672 歳 入 計 8,312,672 

 
 
３．活動指標 

①播磨町指定文化財（直近 3 年間に指定したもの） 
区 分 名  称 数 指定年月日 所 在 地 所有者（管理者） 

美術工芸品 
歴史資料 

新聞誌 第一号 
新聞誌 第二号 
海外新聞 第六号 

各１点 H27.2.13 大中 1丁目 1-2 
町教育委員会 
（郷土資料館） 

歴史資料 イラストレイテッ
ド・ニュース １点 H28.2.22 大中 1丁目 1-2 

町教育委員会 
（郷土資料館） 

 
 

②指定文化財補助事業 
 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

名称・員数 ― ― 阿閇神社本殿保存修理 
事業 

申請者 ― ― 阿閇神社 

補助内容 ― ― 桧皮屋根の葺替え 

補助金額 ― ― 7,383,000 円 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

 文化財の適切な管理を行うことで貴重な歴史資産を良好な状態で保存する
ことができた。 
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事業名 文化財保護審議会運営事業 担 当 G 生涯学習Ｇ 資料館 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 文化財保護費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策４ 歴史的・文化資源の保存と活用 

事業概要 
 文化財保護法の規定に基づき、町内にある文化財の保存及び活用に関する重要事
項について調査・審議し、建議する。 
 

 
 
 

２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１ 報酬 77,500 

財
源
内
訳 

一般財源 77,500 
  特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 77,500 歳 入 計 77,500 

 
 
 
３．活動指標 
①播磨町文化財保護審議会活動 

 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

審議会開催回数 ２回 ２回 ２回 

 
 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

町指定文化財について継続調査を行うとともに、伝統文化の継承、文化財の
保存及び普及啓発のあり方等について協議した。 
また、特別展の開催内容等についても、各委員より意見を伺った。 
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事業名 歴史講座開催事業 担 当 G 生涯学習Ｇ 資料館 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 資料館費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策４ 歴史的・文化資源の保存と活用 

事業概要 
 住民の興味・関心の高いテーマを中心に郷土の歴史や文化、文化財等に関する知
識を提供する。また、特別展と関連した講座を開催することで特別展への理解を深
める。 

 
 

２．事業費及び財源内訳                           （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
８ 報償費 30,000 

財
源
内
訳 

一般財源 30,000 
  特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 30,000 歳 入 計 30,000 

 
 
３．活動指標 

①歴史講座 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

講 座 数 ４回    ９回    ５回    

受講者数 ２９０人   ７２０人   １７２人   

 
 
４．成果指標等 

指
標
1 

指標の名称 １講座あたりの 
受講者数 説明 受講者／講座数 

指 標 の 
数   値 

目標指標 ２７年度 ２８年度 ２９年度 備  考 

１００人 ７３人   ８０人  ３４人  
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 事業名 公民館管理運営事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 公民館費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策１ 生涯学習の充実 

事業概要 
 住民が主体的に学習し、交流する文化活動等の拠点施設である中央公民館を指定
管理者により、適正に管理運営する。 
 
 

 
 
２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 

２９年度決算 
歳出 歳入 

１１ 需用費 204,120 

財
源
内
訳 

一般財源 34,536,268 
１２ 役務費 105,323 特

定
財
源 

国庫支出金  
１３ 委託料 36,004,400 県支出金  
  使用料・手数料 1,777,575 
  その他  
  町  債  

歳 出 計 36,313,843 歳 入 計 36,313,843 

 
 
３．活動指標 
①公民館利用状況 

２７年度 ２８年度 ２９年度 

利用件数（件） ５，８８８ ５，８５６ ５，６６４ 

利用総数（人） １２３，３０６ １１８，６２３ １１９，０５０ 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等につ
いて 

 
子どもから高齢者まで、誰もが集い、学べる場として、学習内容の充実や

施設の有効活用に努めた。 
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事業名 コミュニティセンター管理運営事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 公民館費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標４ つながりを大切にするまち 
政策３ まちづくりに住民が参画できるまちをつくる 
施策１ 地域活動の活性化・住民参加の推進 

事業概要 
 住民が主体的に学習し、交流する地域活動等の拠点施設であるコミュニティセン
ターを指定管理者により、適正に管理運営する。 
 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１１ 需用費 567,643 

財
源
内
訳 

一般財源 47,312,478 
１２ 役務費 236,875 特

定
財
源 

国庫支出金  
１３ 委託料 45,391,760 県支出金  
１９ 負担金補助及び交付金 3,211,000 使用料・手数料 2,094,800 
  その他  
  町  債  

歳 出 計 49,407,278 歳 入 計 49,407,278 

 
 
３．活動指標 
①利用者数 

 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
東部コミセン １１，２１４人 １０，７８４人 １２，１７１人 
西部コミセン １８，９６３人 １９，６０２人 １９，２９６人 
野添コミセン ５４，０２７人 ５０，０３４人 ４７，４１０人 
南部コミセン ２７，６７４人 ２７，１６０人 ２９，６５６人 

計 １１１，８７８人 １０７，５８０人 １０８，５３３人 
 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

 
それぞれのコミュニティ委員会において、町との連携を図りながら、適正な

維持管理を行うとともに、自主的な事業を実施するなど地域活動の拠点として
活用されている。 
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事業名 図書館管理運営事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 図書館費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策３ 芸術・文化活動の推進 

事業概要 
 図書館サービスの充実、向上を図り、施設及び設備を適正に維持管理するため、
指定管理者により図書館の管理運営を行う。 
 平成２８年度から電子図書館サービスを導入し、図書館利用をさらに手軽に身近
なものにしている。 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１１ 需用費 668,736 

財
源
内
訳 

一般財源 63,559,257 
１２ 役務費 100,177 特

定
財
源 

国庫支出金  
１３ 委託料 60,683,000 県支出金  
１４ 使用料及び賃借料 1,897,344 使用料・手数料  
１９ 負担金補助及び交付金 210,000 その他  
  町  債  

歳 出 計 63,559,257 歳 入 計 63,559,257 

 
 
３．活動指標 
①図書貸出状況 

 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
年間貸出人数 ９１，２１６人 ８８，３９６人 ８５，３５８人 

年間貸出冊数 ３１４，５９５冊 ３０７，７７４冊 ２９５，７５５冊 
 
②電子図書貸出状況 

 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
登録者数 ― ２３９人 ２６６人 

年間貸出数 ― ７５６点 ４５０点 

 
４．成果指標等 

指
標
1 

指標の名称 一人当り貸出冊数 説明 貸出冊数÷人口 ＝ 貸出密度 （点） 

指 標 の 
数   値 

目標指標 ２７年度 ２８年度 ２９年度 備  考 

１１．５ ９．１ ８．９ ８．６  

指
標
２ 

指標の名称 蔵書数に対する貸
出回転率 説明 貸出冊数÷蔵書数 ＝ 蔵書回転率 （倍） 

指 標 の 
数   値 

目標指標 ２７年度 ２８年度 ２９年度 備  考 

３．１ ２．４５ ２．３６ ２．０２  
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事業名 宮部文庫設置事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 図書館費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策３ 芸術・文化活動の推進 

事業概要 
 宮部一夫氏からの寄付金により、図書館に「宮部文庫」と名付けた特別コーナー
を設置する。配架する図書は、平成 35 年度まで２年ごとに追加購入し、文庫の魅
力を継続させる。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１８ 備品購入費 399,664 

財
源
内
訳 

一般財源 399,664 

  特
定
財
源 

国庫支出金  

  県支出金  

  使用料・手数料  

  その他  

  町  債  

歳 出 計 399,664 歳 入 計 399,664 

 
 
３．活動指標 
購入状況 

 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

図書購入内容 

 
一般書 １３０冊 
児童書 ２１０冊 

 
－ 
－ 

 
一般書 １０８冊 
児童書 １７９冊 

 
 
４．成果指標等 
 

事業の成果等に
ついて 

 
 平成２５年度に創設した「宮部文庫」としての図書を平成２７年度に引き続
き新規購入し、宮部文庫の充実を図ることができた。 
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事業名 青少年育成事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 社会教育総務費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策３ 青少年の健全育成 

事業概要 
 青少年の健全育成を図るため、青少年問題協議会の開催や子ども会育成
連絡協議会等の青少年団体の育成・支援、青少年健全育成の啓発活動等を
行う。  
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１ 報酬 170,000 

財
源
内
訳 

一般財源 1,388,922 
 ８ 報償費 30,000 特

定
財
源 

国庫支出金  
１１ 需用費 105,880 県支出金  
１２ 役務費 2,542 使用料・手数料  
１９ 負担金補助及び交付金 1,080,500 その他  
  町  債  

歳 出 計 1,388,922 歳 入 計 1,388,922 

 
 
３．活動指標 
①青少年問題協議会 

項  目 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

開催回数 ２回 ２回 ２回 

委員数 ２０人 ２０人 ２０人 

 
②子ども会育成連絡協議会  

項  目 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

子ども会加入者数 １，２２９人 １，２２５人 １，１２５人 

単位子ども会数 ２６ ２５ ２４ 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

 
播磨町青少年問題協議会では、地域の教育力向上を目標に、３本の活動テー

マ、「あいさつ運動をひろめよう」「親子・ファミリーで地域活動に参加しよう」
「青少年を地域で見守り育てよう」を設けている。講師を招聘してネットトラ
ブルを含む県下の青少年問題の現状と課題を共通理解し、学校・地域・家庭の
連携の下、青少年の健全育成に取り組むことができた。 
 子ども会育成連絡協議会では、東子連協及び町子連協の活動に子どもたちが
積極的に参加することができた。加えて、子連協役員会で意思の疎通を図って
創意工夫したところ、組織運営がスムーズに行えるようになってきた。 
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事業名 文化行事開催事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 社会教育総務費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策３ 芸術・文化活動の推進 

事業概要 
 美術展、菊花展、文化祭等の開催を支援し、住民の芸術文化への理解と
関心を高め、芸術文化活動の推進を図る。  
  

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１９ 負担金補助及び交付金 2,463,453 

財
源
内
訳 

一般財源 2,463,453 
  特

定
財
源 

  
    
    
    
  町  債  

歳 出 計 2,463,453 歳 入 計 2,463,453 

 
 
３．活動指標 
①美術展出品者数・来館者数 

 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
出品者数 １６０人 １６２人 １７８人 
出品点数 １６０点 １６２点 １８２点 
来館者数 １，３７７人 １，３１２人 １，４１０人 
 
②菊花展 

 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
出品者数 ２８人 １６人 １９人 
出品点数 ２５０点 ２５０点 ２５０点 
 
③町民文化祭  

 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
出演団体数 ２２団体 ２１団体 ２０団体 
来場者数 ７５０人 ７５０人 ７５０人 

 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

 
各実行委員会等が各展覧会や文化祭の企画運営を行い、創意工夫をしながら

実施できた。 
 また、町制５５周年記念事業によって例年以上の活動を実施することができ
た。 
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事業名 ふれあい活動推進事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 社会教育総務費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標４ つながりを大切にするまち 
政策３ まちづくりに住民が参画できるまちをつくる 
施策１ 地域活動の活性化・住民参加の推進 

事業概要 

 各種の奉仕活動や学習活動、福祉活動を推進する女性団体を支援し、温かい人
間関係で結ばれた快適で住みよい地域づくりを行う。  

平成２８年度より、例年実施してきた「健康福祉フェア」と「緑化イベ
ント」を一体化し、住民が様々な体験や交流を通して学びやふれあいを深
める場として「はりま風薫るフェスタ」を開催する。  

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１９ 負担金補助及び交付金 5,880,000 

財
源
内
訳 

一般財源 5,880,000 
  特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 5,880,000 歳 入 計 5,880,000 

 
 
３．活動指標 
播磨町連合婦人会加入者 

２７年度 ２８年度 ２９年度 
会 員 数 ８０人 ８１人 ８０人 

 
 播磨町女性活動活性化事業推進協議会の構成団体：連合婦人会・いずみ会・消費者協会 

・日本赤十字奉仕団・更生保護婦人会播磨支部・ＪＡ兵庫南播磨支部女性会 
   
 はりま風薫るフェスタ来場者数 

２７年度 ２８年度 ２９年度 

当日来場者数 
１２，０００人 

≪参考≫ 
「第３１回健康福祉フェア」 

１８，０００人 
第１回 

はりま風薫るフェスタ 

１２，０００人 
第２回 

はりま風薫るフェスタ 
 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

 
地域づくり活動や子育て支援活動、環境保護活動などに取り組み、温かい人

間関係で結ばれた住みよい地域づくりを推進した。 
 「播磨町女性活動活性化事業推進協議会」においては、子育て支援活動に取
り組んだ。 
 また、「はりま風薫るフェスタ」においては、第２回目の開催であったが、終
盤、降雨によって閉会時間を繰り上げる結果となったが、多数の来場者があっ
た。 
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事業名 体育レクリエーション推進事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 社会教育総務費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策２ スポーツ活動の推進 

事業概要 
 スポーツ推進委員会の設置、各種スポーツ・レクリエーション大会や教室
の開催及びスポーツ指導者の育成等に努め、スポーツ・レクリエーション
の日常化を推進する。  
  

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１ 報酬 1,326,000 

財
源
内
訳 

一般財源 6,500,109 
８ 報償費 551,000 特

定
財
源 

国庫支出金  
９ 旅費 32,740 県支出金  

１１ 需用費 131,713 使用料・手数料  
１２ 役務費 10,656 その他  
１３ 委託料 310,000 

町  債  
１９ 負担金補助及び交付金 4,138,000 

歳 出 計 6,500,109 歳 入 計 6,500,109 

 
 
３．活動指標 
①スポーツ推進委員 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

委員数 １５人 １５人 １５人 

委員会・研修会回数 １７回 １５回 １６回 
スポーツ行事等指導運営
数 ５回 ９回 １４回 

 
②主なスポーツ行事等の参加者数 

項    目 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
陸上競技記録会 雨天中止 ３３４人 ２７４人 
ながなわとび大会 ３５１人 ３３３人 ２６６人 
ロードレース大会 １，４６７人 １，６００人 １，３２７人 

 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

スポーツ推進委員やスポーツ団体、ボランティアの協力や参画を得て、各種
スポーツ・レクリエーション行事等を開催し、住民の健康づくりや仲間づくり
が図られている。 
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事業名 学校開放管理運営事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
 
１．事業の概要等 
予 算 科 目 款 教育費 項 社会教育費 目 社会教育総務費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策２ スポーツ活動の推進 

事業概要 
 小学校と中学校の体育施設を開放し、播磨町在住・在勤者等を対象に住
民のふれあいや健康増進、学習の場、子どもの居場所としての活用を図る。 
 
 

 
 
２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 

２９年度決算 
歳出 歳入 

１３ 委託料 1,150,848 

財
源
内
訳 

一般財源  
１４ 使用料及び賃借料 171,072 特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料 1,321,920 
  その他  
  町  債  

歳 出 計 1,321,920 歳 入 計 1,321,920 

 
 
３．活動指標 
学校体育施設使用状況 

  
 

４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

 
学校施設が、地域住民のスポーツ活動やふれあい活動の場とし利用され、健

康づくりや仲間づくりに貢献できた。 
 

  

学校体育施設 
２７年度 ２８年度 ２９年度 

使用団
体数 

開放使用
日数 

使用団
体数 

開放使用
日数 

使用団
体数 

開放使用
日数 

播磨小学校 
グランド 5 団体 187 日 3 団体 180 日 3 団体 189 日 
体育館 15団体 213 日 17団体 201 日 16 団体 211 日 

蓮池小学校 
グランド 6 団体 117 日 7 団体 109 日 7 団体 102 日 
体育館 17団体 299 日 18団体 272 日 20 団体 277 日 

播磨西小学校 
グランド 4 団体 93 日 5 団体 97 日 3 団体 99 日 
体育館 15団体 178 日 12団体 44 日 20 団体 146 日 

播磨南小学校 
グランド 2 団体 153 日 3 団体 104 日 2 団体 99 日 
体育館 23団体 215 日 19団体 220 日 21 団体 194 日 

播磨中学校 
テニスコート 1 団体 93 日 1 団体 88 日 1 団体 77 日 
体育館 4 団体 133 日 4 団体 148 日 5 団体 166 日 
武道場 2 団体 39 日 3 団体 75 日 2 団体 135 日 

播磨南中学校 
体育館 5 団体 87 日 7 団体 64 日 8 団体 125 日 
武道場 6 団体 232 日 5 団体 283 日 5 団体 222 日 
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事業名 地域スポーツクラブ支援事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 社会教育総務費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策２ スポーツ活動の推進 

事業概要 
 「青少年の健全育成、健康の増進、体力の向上、豊かな地域コミュニィティづく
り」を目的とした総合型地域スポーツクラブの育成を図る。 
 
 

 
２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 

２９年度決算 
歳出 歳入 

１９ 負担金補助及び交付金 1,235,000 

財
源
内
訳 

一般財源 1,235,000 
  特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 1,235,000 歳 入 計 1,235,000 

 
 
３．活動指標 
①「スポーツクラブ２１はりま」会員数 

 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
会員数 ４，０４８人 ３，９４１人 ３，８５６人 

 
男性 ２，６２５人 ２，５６０人 ２，５０６人 

女性 １，４２３人 １，３８１人 １，３５０人 
 
② 主なスポーツ行事等の参加者数 

項    目 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

補
助
委
託 

陸上競技記録会 雨天中止 ３３４人 ２７４人 
長なわとび大会 ３５１人 ３３３人 ２６６人 
ロードレース大会 １，４６７人 １，６００人 １，３２７人 

自
主
事
業 

子どもいきいきスポーツ教室 ２，００２人 １，８４６人 １，７９８人 
テニススクール ８６７人 １，１８９人 ２，２２１人 
体操教室 ３８０人 ６３５人 ６４９人 

 
 
４．成果指標等 
 

事業の成果等に
ついて 

 
少子高齢化の中、子どものスポーツ教室や初心者スポーツ教室等の開催によ

り、小学生や主婦層を中心にスポーツ参加が増えている。 
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事業名 学校プール一般開放管理運営事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 社会教育総務費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策２ スポーツ活動の推進 

事業概要 
 播磨町立小学校のプールを夏季の水泳施設として、学校教育に支障がない範囲内
において一般開放し、その適正な管理運営を行う。 
 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１１ 需用費 1,143,373 

財
源
内
訳 

一般財源 6,804,174 
１３ 委託料 3,093,336 特

定
財
源 

国庫支出金  
１８ 備品購入費 3,109,220 県支出金  
  使用料・手数料 541,755 
  その他  
  町  債  

歳 出 計 7,345,929 歳 入 計 7,345,929 

 
 
３．活動指標 
①開放期間と時間 
   平成２９年７月２１日～８月１９日（３０日間） 
   午前の部 10：00～12：00  午後の部 13：00～15：00 入れ替え制 
 
②使用者数 

 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

一 般 ２７４人 ２７０人 播磨小 ２１２人 
蓮池小 ３８１人 

幼 児 １４４人 １６０人 播磨小 ８４人 
蓮池小 ２２６人 

小学生 ９８９人 １，１１９人 播磨小 ８６１人 
蓮池小 １，１５９人 

中学生 ８０人 ３８人 播磨小 １６人 
蓮池小 １７人 

合 計 １，４８７人 １，５８７人 播磨小 １，１７３人 
蓮池小 １，７８３人 

 
 
４．成果指標等 
 

事業の成果等に
ついて 

 
 平成２９年度より「播磨小学校」に加え「蓮池小学校」の学校プールを一般
開放し、夏季の水泳施設として提供できた。特に小学生を中心に、幅広い年代
の使用があり、前年度と比較し約８６％の増があった。 
 なお、一般開放の運営については、専門業者に委託し、安全確保に努めた。 
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事業名 スポーツ施設管理事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 保健体育費 目 体育施設費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策２ スポーツ活動の推進 

事業概要 
 総合体育館をはじめとするスポーツ施設を指定管理者により適正に管理運営し、
住民のスポーツ・レクリエーション活動の推進を図る。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１１ 需用費 1,436,400 

財
源
内
訳 

一般財源 36,819,353 
１２ 役務費 255,209 特

定
財
源 

国庫支出金  
１３ 委託料 34,980,000 県支出金  
１４ 使用料及び賃借料 147,744 使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 36,819,353 歳 入 計 36,819,353 

 
 
３．活動指標 
  利用人員                                 （単位：人） 

年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
大体育室 ４８，７４１ ４８，８９６ ５０，９５１ 
中体育室 ４３，５４２ ４３，４８４ ４０，０５８ 
ミーティング室 ３，４４９ ３，７８５ ３，０６７ 
トレーニング室 １３，１９１ １２，６０７ １３，３６４ 
新島球場 １９，７８３ １０，７１８ ２３，２８９ 
浜田球場 ２１，７９４ ２１，０８８ １６，７３１ 
望海公園球場 １６，８４８ １４，７１８ １１，９８５ 
浜田テニスコート １８，０９９ １６，９３７ １８，９４６ 
秋ヶ池運動場 ２３，８３７ ２２，４１６ ２１，５４７ 
はりまシーサイドドーム ４９，４２４ ４７，７５８ ５２，６６０ 
うみえーる広場フットサルコート ―  ９，９６５ １２，８２５ 

 
 
４．成果指標等 

指
標
1 

指標の名称 スポーツ施設利用人員 説明 全スポーツ施設の年間利用人員 

指 標 の 
数   値 

目標指標 ２７年度 ２８年度 ２９年度 備  考 

285,000 人 258,708 人 252,372 人 265,423 人 
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事業名 人権教育啓発事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 人権教育費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標４ つながりを大切にするまち 
政策１ 人権を大切にするまちをつくる 
施策１ 人権・平和教育の推進 

事業概要 

① 部落差別をはじめあらゆる差別の解消に向け、ふれあいや交流を通して、より 
よい人間関係づくりを目指す地域住民の主体的な活動を支援する。 

② いきいきフォーラムの実施、各種資料の作成・貸出・講演会・研修会・交流会 
など、多彩な実践活動を通じて人権尊重の意識の向上を図る。 

③ 住民の人権啓発活動や交流活動等、主体的な人権尊重の地域づくり事業に要す 
 る経費の一部を補助する。 

 
２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 

２９年度決算 
歳出 歳入 

１ 報酬 1,564,000 

財
源
内
訳 

一般財源 8,980,224 
８ 報償費 1,346,060 特

定
財
源 

国庫支出金  
９ 旅費 61,220 県支出金 384,000 

１１ 需用費 2,137,874 使用料・手数料  
１２ 役務費 25,011 その他  
１３ 委託料 1,291,000 

町  債  
１４ 使用料及び賃借料 685,800 
１８ 備品購入費 697,032 
１９ 負担金補助及び交付金 1,556,227 

歳 出 計 9,364,224 歳 入 計 9,364,224 

 
３．活動指標 
①「共に生きよう ふれあいのまち」映画会・「心ふれあう 町民のつどい」講演会参加者数（概数） 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
 映 画 会（２回上映） ４５０人 ４５０人 ５５０人 
 講 演 会 ３５０人 ３００人 ４００人 
②コミセンのつどい参加者数 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
 東部コミセンのつどい ２５人 ９０人 ７０人 
 西部コミセンのつどい  ４０人 １３０人 ９０人 
 野添コミセンのつどい １３０人 １８０人 １００人 
 南部コミセンのつどい １３５人 １７０人 １６５人 
③「人権啓発カレンダー」、冊子「人権教育のすすめ」の作成 
 ・人権啓発資料編集委員会（７名）   年１０回開催 
 ・人権啓発カレンダー  例年１１月２４日に全戸配布 
 ・人権教育のすすめ   例年 ３月２４日に全戸配布 
 
４．成果指標等 

事業の成果等について 

 
・人権啓発カレンダーには、住民より募集した人権標語やふれあい写真
をはじめ、環境や防災に関する情報も掲載することで、多くの住民に
愛用されている。 

・人権教育のすすめは、テーマを「私を伝えよう あなたを知ろう 共
に生きよう」とし、一人一人のつながりが人を大切にする温かい和に
なっていくことを住民に発信することができた。 

・人権尊重の地域づくり事業は、各自治会独自の取組がみられる。 
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事業名 人権教育研究事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 人権教育費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標４ つながりを大切にするまち 
政策１ 人権を大切にするまちをつくる 
施策１ 人権・平和教育の推進 

事業概要 

①  人権教育における推進・啓発方法、学習内容、評価等について研究協議する。 
②  播磨町人権教育基本方針の趣旨を達成するための、より効果的な推進方法の工 
 夫、学習内容の系統化、適切な評価を行う。 
 
 

 
２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 

２９年度決算 
歳出 歳入 

１ 報酬 68,000 

財
源
内
訳 

一般財源 4,085,465 
１３ 委託料 600,000 特

定
財
源 

国庫支出金  
１９ 負担金補助及び交付金 3,417,465 県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 4,085,465 歳 入 計 4,085,465 

 
３．活動指標 
①「播磨町人権・同和教育研究協議会」総会・研究大会参加者数（概数） 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
 総  会（幹事） １５０人 １５０人 １４０人 
 研究大会 ５００人 ５００人 ４２０人 

 
②「播磨町人権・同和教育研究協議会」理事会・研修会等の回数 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
 常任理事会 ３回 ３回 ３回 
 理事会 ３回 ３回 ３回 
 理事研修 １回 １回 １回 
 機関紙発行委員会 ４回 ４回 ３回 
※各推進委員会では、年間３～５回程度研修会を実施 
 
③人権教育推進懇談会 
 ・人権教育推進懇談会（５名）  年２回開催 
 ・人権教育及び啓発のあり方について意見交換 
 
４．成果指標等 

事業の成果等について 

 
兵人教や東人教の動向を踏まえ、播同協が積極的に事業を実施し、「い

きいきフォーラム」を支援するなど人権文化があふれるまちづくりを目
標に、主体的な運営が行われた。 
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事業名 男女共同参画推進事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 人権教育費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標４ つながりを大切にするまち 
政策１ 人権を大切にするまちをつくる 
施策１ 人権・平和教育の推進 

事業概要 

 女性の潜在力を活用し、暮らしやすい社会、活力ある社会をつくるため、様々な
分野での取組が必要となっている。住民意識の醸成を図るとともに、関係機関と連
携し女性の社会参加を支援する。 
 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
８ 報償費 71,400 

財
源
内
訳 

一般財源 258,799 
１１ 需用費 187,030 特

定
財
源 

国庫支出金  
１２ 役務費 369 県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 258,799 歳 入 計 258,799 

 
 
３．活動指標 
①啓発イベント開催状況 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 
講演会 １回 １回 １回 

セミナー １回 １回 ２回 

女性就労相談会 ５回 ２回 １回 
  
 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

 
 講演会やセミナー等の開催によって男女共同参画社会推進の機運が醸成され
る。 
 また、就労相談会は、女性の就労に関して情報提供を行うことで、女性活躍
につながる学びの場となった。 
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事業名 播磨小学校南校舎大規模改造事業 担当グループ 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 小学校費 目 学校管理費 

総合計画で
の位置づけ 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事 業 概 要 

 
播磨小学校の南校舎は、昭和 44 年に新築され、46 年経過している。平成 5 年度

に大規模改造工事を実施しているが、その際に電気配線や設備配管を改修していな
いことから老朽化が進行し、維持管理が非常に困難な状況にある。そのようなこと
から南校舎の大規模な改造工事を実施する。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
29 年度決算 

歳出 歳入 
１３ 委託料 3,974,400 

 

一般財源 33,305,400 
１５ 工事請負費 280,638,000 特

定
財
源 

国庫支出金 55,507,000 
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債 195,800,000 

歳 出 計 284,612,400 歳 入 計 284,612,400 

 
 

３．活動指標 

主な事業内容 工事監理業務 1 式、大規模改造工事 １式 

 
 
４．成果指標等 

 

  

事業の成果等につ
いて 

 
大規模改造工事が一部完了したことにより、良好な教育環境を提供するこ
とができた。また、避難所機能を充実させることができた。 
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事業名 播磨南小学校校舎大規模改造事業 担当グループ 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 小学校費 目 学校管理費 

総合計画で
の位置づけ 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事 業 概 要 

 
播磨南小学校の校舎は、昭和 58 年に新築され、34 年経過している。平成 22 年

度に屋上防水工事を実施しているが、その他は改修していないことから老朽化が進
行し、維持管理が非常に困難な状況にある。そのようなことから校舎の大規模な改
造工事を実施する。 

 
 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
29 年度決算 

歳出 歳入 
１２ 役務費 30,000 

財
源
内
訳 

一般財源 45,846,347 
１３ 委託料 12,521,520 特

定
財
源 

国庫支出金 46,623,000 
１５ 工事請負費 215,784,000 県支出金  
１８ 備品購入費 1,133,827 使用料・手数料  
  その他  
  町  債 137,000,000 

歳 出 計 229,469,347 歳 入 計 229,469,347 

 
 

３．活動指標 

主な事業内容 確認申請手数料 1 式、工事設計業務 1 式、工事監理業務 1 式、測量
業務委託料 1 式、大規模改造工事 １式、備品購入費 1 式 

 
 
４．成果指標等 

 
 

  

事業の成果等につ
いて 

  
大規模改造工事が一部完了したことにより、良好な教育環境を提供するこ
とができた。また、避難所機能を充実させることができた。 
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事業名 中学校空調設備新設事業 担当グループ 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 中学校費 目 学校管理費 

総合計画で
の位置づけ 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事 業 概 要 
 
暑さ寒さ対策のため空調設備を新設し、学習環境を向上させる。 

 
 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
29 年度決算 

歳出 歳入 
１３ 委託料 5,670,000 

財
源
内
訳 

一般財源 5,670,000 
  特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 5,670,000 歳 入 計 5,670,000 

 
 

３．活動指標 

主な事業内容 空調設備新設工事にかかる実施設計業務 

 
 
４．成果指標等 

 
  

事業の成果等につ
いて 

 
次年度の工事実施の準備ができた。 

 



- 58 - 
 

 

事業名 播磨南中学校東校舎大規模改造事業 担当グループ 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 中学校費 目 学校管理費 

総合計画で
の位置づけ 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事 業 概 要 

 
播磨南中学校東校舎は建築後３３年が経過し、その間に大規模な改修が行われて

いないため、各所に老朽化が進行し、維持管理が困難なことから大規模改造工事を
行う。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
29 年度決算 

歳出 歳入 
１３ 委託料 3,780,000 

財
源
内
訳 

一般財源 7,419,600 
１５ 工事請負費 117,471,600 特

定
財
源 

国庫支出金 34,632,000 
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債 79,200,000 

歳 出 計 121,251,600 歳 入 計 121,251,600 

 
 

３．活動指標 

主な事業内容 
 
監理業務委託 1 式、大規模改造工事 1 式 
                                                                                                                             

 
 
４．成果指標等 

 

  

事業の成果等につ
いて 

  
改修工事が一部完了したことにより、良好な教育環境を提供することが

できた。 
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事業名 播磨中学校プール改築事業 担当グループ 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 中学校費 目 学校管理費 

総合計画で
の位置づけ 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策２ 学校教育の充実 

事 業 概 要 
播磨中学校のプールは昭和 39 年の完成後 51 年が経過し、機械設備に老朽化が

進行し、また、鉄筋コンクリート製の水槽であるため漏水も発生していることから、
改築工事を実施する。 
  

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
29 年度決算 

歳出 歳入 
１２ 役務費 38,000 

財
源
内
訳 

一般財源 13,342,076 
１３ 委託料 4,169,880 特

定
財
源 

国庫支出金 20,630,000 
１５ 工事請負費 131,564,196 県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債 101,800,000 

歳 出 計 135,772,076 歳 入 計 135,772,076 

 
 

３．活動指標 

主な事業内容  確認申請手数料 1 式、工事監理業務 1 式、プール改築工事 1 式 

 
 
４．成果指標等 

 

  

事業の成果等につ
いて 

  
改築工事が完了し、良好な教育環境を提供することができた。また、多

目的トイレ整備により、バリアフリー対応と災害に備えることができた。 
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事業名 幼稚園空調設備新設事業 担 当 G 教育総務グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 幼稚園費 目 幼稚園費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策１ 学校教育の充実したまちをつくる 
施策１ 幼児教育の充実 

事業概要 
 
暑さ対策のため空調設備を新設し、学習環境を向上させる。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
29 年度決算 

歳出 歳入 
１３ 委託料 3,240,000 

財
源
内
訳 

一般財源 3,240,000 
  特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 3,240,000 歳 入 計 3,240,000 

 
 
３．活動指標 

主な事業内容 空調設備新設工事にかかる実施設計業務 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

  
次年度の工事実施の準備ができた。 
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事業名 中央公民館改修事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 公民館費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策１ 生涯学習の充実 

事業概要 
 中央公民館の計画的かつ効率的な改修を進めるため作成した改修計画に基づき、
既存不適格や経年劣化等により老朽化が進む施設及び設備の改修をする。 
 平成２９年度は大ホール改修のための設計を行う。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１２ 役務費 51,840 

財
源
内
訳 

一般財源 2,427,840 

１３ 委託料 2,376,000 特
定
財
源 

国庫支出金  

  県支出金  

  使用料・手数料  

  その他  

  町  債  

歳 出 計 2,427,840 歳 入 計 2,427,840 

 
 
３．活動指標 
   ２７年度 ２８年度 ２９年度 

実施内容 ― ― 改修工事実施設計業務 
一式 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

  
 昭和５３年の建築以来約３９年を経過し、老朽化の進行に伴う雨漏りや非構
造物(天井)等への耐震対策が必要な大ホール全体の改修に係る設計業務が完了
し、大規模な改修工事発注への準備をすることができた。  
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事業名 野添コミセン改修事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 公民館費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標４ つながりを大切にするまち 
政策３ まちづくりに住民が参画できるまちをつくる 
施策１ 地域活動の活性化・住民参加の推進 

事業概要 

 経年劣化した施設及び設備を改修・更新をするとともに、利便性を図るための施
設の改修を行う。 
 平成２９年度は、建築基準法の改正に伴い既存不適格となったエレベーターの耐
震対策工事と老朽化した自動ドアのドアエンジンの更新を行う。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１５ 工事請負費 3,479,760 

財
源
内
訳 

一般財源 3,479,760 

  特
定
財
源 

国庫支出金  

  県支出金  

  使用料・手数料  

  その他  

  町  債  

歳 出 計 3,479,760 歳 入 計 3,479,760 

 
 
３．活動指標 
  改修状況 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

実施内容 ― ― 

①エレベーター（既存不適
格を「指摘なし」に改善） 
・戸開走行保護装置取付 

・耐震対策機器取付 

・煙感知器点検口スイッチ取付 

②自動ドアエンジン装置
取替 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

  
 既存不適格の指摘のあったエレベーターの改善が図られ、震災時等における
利用者の安全を確保することができるようになった。 
 また、老朽化した自動ドアの改善が図られ、施設の環境が良好になった。 
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事業名 西部コミセン改修事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 公民館費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標４ つながりを大切にするまち 
政策３ まちづくりに住民が参画できるまちをつくる 
施策１ 地域活動の活性化・住民参加の推進 

事業概要 

 西部コミュニティセンターにおいて、経年劣化した施設及び設備を改修・更新す
るとともに利便性を高めるための施設の改修を行う。 
 平成２９年度は、ホール・図書室・事務室で使用しているエアコンが老朽化して
いるため更新を行う。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１３ 委託料 745,200 

財
源
内
訳 

一般財源 6,037,200 

１５ 工事請負費 5,292,000 特
定
財
源 

国庫支出金  

  県支出金  

  使用料・手数料  

  その他  

  町  債  

歳 出 計 6,037,200 歳 入 計 6,037,200 

 
 
３．活動指標 
  改修状況 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

実施内容 ― ― 

①設計・監理業務 一式 
②エアコン室外機 １台 
 エアコン室内機 ８台 
 更新 
 

 
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

  
 経年劣化により故障していた「ホール・図書室・事務室」のエアコンの更新
が図られ、館内での良好な環境を得ることができるようになった。 
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事業名 図書館改修事業 担 当 G 生涯学習グループ 
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 図書館費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策３ 芸術・文化活動の推進 

事業概要 

 図書館において、経年劣化した施設及び設備を改修・更新し、安全・安心に配慮
した設備の整備等を計画的に実施する。 
 平成２９年度は、老朽化が進んでいる外壁の全面改修の設計を行うとともに自動
火災報知設備を更新する。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                            （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１３ 委託料 1,699,920 

財
源
内
訳 

一般財源 2,400,818 
１５ 工事請負費 700,898 特

定
財
源 

国庫支出金  
  県支出金  
  使用料・手数料  
  その他  
  町  債  

歳 出 計 2,400,818 歳 入 計 2,400,818 

 
 
３．活動指標 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

主な改修
内容等 

 
（エレベーター改修
工事設計） 

・図書館エレベーター改修
工事監理業務 一式 

・エレベーター １基改修 
 （750 ㎏ 11 名） 
 

・外壁改修工事実施設計業務 一
式 

・自動火災報知設備更新 一式 

  
 
４．成果指標等 
 

事業の成果等に
ついて 

 
昭和５８年の建築以来約３５年を経過し、劣化した外壁全体の改修工事に係

る設計業務が完了し、工事は発注への準備をすることができた。 
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事業名 総合体育館改修事業 担 当 G 生涯学習グループ  
 
 
１．事業の概要等 

予算科目 款 教育費 項 保健体育費 目 体育施設費 

総合計画で 
の位置付け 

基本目標１ 豊かな心と人を育むまち 
政策２ 学べる環境の充実したまちをつくる 
施策２ スポーツ活動の推進 

事業概要 

総合体育館において、経年劣化した施設及び設備を改修・更新し、安全に配慮し
た施設及び設備の整備等を計画的に実施する。 
平成２９年度は、経年劣化した利用者用駐車場の舗装の改修と大体育室棟の資材

置場のフェンスを更新する。 
 

 
 

２．事業費及び財源内訳                          （単位：円） 
２９年度決算 

歳出 歳入 
１３ 委託料 421,200 

財
源
内
訳 

一般財源 9,614,160 

１５ 工事請負費 9,192,960 特
定
財
源 

国庫支出金  

  県支出金  

  使用料・手数料  

  その他  

  町  債  

歳 出 計 9,614,160 歳 入 計 9,614,160 

 
 
３．活動指標 
 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

主な改修
内容等 

空調機器更新 
ロビー ４基 
ミーティング室 ２基 

倉庫新設 １棟 25.18 ㎡ 

・設計業務、監理業務 一
式 
・屋上防水（アクリルゴ
ム系塗膜防水） 2,511
㎡ 

・外壁改修 2,053 ㎡ 

・設計業務、監理業務 一式 
・駐車場アスファルト舗装
（1,818 ㎡） 

 駐車場ライン引き（841ｍ） 
 目隠しフェンス（23.3ｍ） 
 片開きフェンス扉（2箇所） 

  
 
４．成果指標等 

事業の成果等に
ついて 

利用頻度の高い駐車場の舗装等改修を実施することができ、利用者に対し快
適な環境を提供できるようになった。 

 
 
 


